
●
鎌
倉
山
工
房
ひ
し
め
き

鎌
倉
山
工
房
ひ
し
め
き 

桜
花
祭
バ
ザ
ー

桜
花
祭
バ
ザ
ー
４
月
７
日

４
月
７
日
1010

〜
1414
時
、
工
房
ひ
し
め
き

時
、
工
房
ひ
し
め
き

（
鎌
倉
山
２
―
８
―

（
鎌
倉
山
２
―
８
―
3434
）
。
）
。

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
3333
・
０
８
８
２

・
０
８
８
２

●
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

３
月
５
日
麻
心
、

３
月
５
日
麻
心
、
1313
日
レ
ネ
、

日
レ
ネ
、

2323
日
鎌
倉
静
養
館
、い
ず
れ
も

日
鎌
倉
静
養
館
、い
ず
れ
も

1616
時
。
時
。2727
日
1212
時
、ソ
ン
べ
カ
フ

時
、ソ
ン
べ
カ
フ

ェ
。大
人
４
百
円
、子
ど
も
２
百

ェ
。大
人
４
百
円
、子
ど
も
２
百

円
。申
込
不
要
。渡
辺
方
☎
０
９

円
。申
込
不
要
。渡
辺
方
☎
０
９

０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

０
・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

●
社
協
の
こ
ど
も
食
堂

社
協
の
こ
ど
も
食
堂

３
月
３
月
2424
日
1010
時
、
鎌
倉
市
福

時
、
鎌
倉
市
福

祉
セ
ン
タ
ー
。
大
人
４
百

祉
セ
ン
タ
ー
。
大
人
４
百

円
、高
校
生
以
下
２
百
円
。申

円
、高
校
生
以
下
２
百
円
。申

込
は
込
は
1919
日
ま
で
に
市
社
会
福

日
ま
で
に
市
社
会
福

祉
協
議
会
☎

祉
協
議
会
☎
2323
・
１
０
７
５

・
１
０
７
５

●
ア
カ
モ
ク
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

ア
カ
モ
ク
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

3131
日
ま
で
逗
子
市
内
約

日
ま
で
逗
子
市
内
約
3030
店
の
店
の

ス
タ
ン
プ
２
つ
で
地
産
商
品
等

ス
タ
ン
プ
２
つ
で
地
産
商
品
等

当
た
る
。逗
子
市
観
光
協
会
☎

当
た
る
。逗
子
市
観
光
協
会
☎

０
４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

０
４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

●
ま
ん
だ
ら
堂
や
ぐ
ら
群
春

ま
ん
だ
ら
堂
や
ぐ
ら
群
春

の
公
開

の
公
開
３
月
３
月
2121
日
ま
で
の
土

日
ま
で
の
土

・
日
・
月
・
祝
日
の

・
日
・
月
・
祝
日
の
1010
〜
1616

時
。
逗
子
市
社
会
教
育
課
☎

時
。
逗
子
市
社
会
教
育
課
☎

０
４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

０
４
６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

●
腰
越
漁
港
の
朝
市

腰
越
漁
港
の
朝
市

３
月
３
月
1515
日
1010
時
。
腰
越
漁
協

時
。
腰
越
漁
協

☎
3232
・
４
７
４
３

・
４
７
４
３

●
対
話
カ
フ
ェ

対
話
カ
フ
ェ 

精
神
対
話
士

精
神
対
話
士

に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
３
月
２

３
月
２

日
き
ら
ら
玉
縄
、
３
・
４
日
き

日
き
ら
ら
玉
縄
、
３
・
４
日
き

ら
ら
大
船
、

ら
ら
大
船
、1313
〜
1717
時
。無
料
。

時
。無
料
。

予
約
可
。メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会

予
約
可
。メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会

☎
０
８
０
・
７
９
９
０
・
２
９
１
０

☎
０
８
０
・
７
９
９
０
・
２
９
１
０

●
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

３
月
３
月
1717
日
十
二
所
果
樹
園
、

日
十
二
所
果
樹
園
、

2424
日
御
谷
山
林
。
各
９
時

日
御
谷
山
林
。
各
９
時

半
。
要
申
込
。
鎌
倉
風
致
保

半
。
要
申
込
。
鎌
倉
風
致
保

存
会
☎

存
会
☎
2323
・
６
６
２
１

・
６
６
２
１

●
書
道
無
料
体
験
教
室

書
道
無
料
体
験
教
室

３
月
３
月
2626
日
1313
時
半
、
日
本
総

時
半
、
日
本
総

合
書
芸
院
（
二
階
堂
４
―

合
書
芸
院
（
二
階
堂
４
―

５
）
。
無
料
。
要
申
込
。
☎

５
）
。
無
料
。
要
申
込
。
☎

2323
・
２
１
０
０

・
２
１
０
０

▼
川
村
祥
子
ピ
ア
ノ

川
村
祥
子
ピ
ア
ノ

　
　
　
　

ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル

　

４
月
７
日

　

４
月
７
日
1313
時
半
、
横
浜

時
半
、
横
浜

美
術
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー

美
術
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー

ル
。
シ
ョ
パ
ン
「

ル
。
シ
ョ
パ
ン
「
2424
の
プ
レ

の
プ
レ

リ
ュ
ー
ド
」
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ

リ
ュ
ー
ド
」
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ

ー
「
月
の
光
」
な
ど
。
２
千

ー
「
月
の
光
」
な
ど
。
２
千

５
百
円
、
前
売
２
千
円
。
ス

５
百
円
、
前
売
２
千
円
。
ス

パ
シ
ー
バ
☎

パ
シ
ー
バ
☎
3232
・
５
５
８
１

・
５
５
８
１

▼
第
1111
回
柞は

は
そ

は
は
その

森
音
楽
祭

の
森
音
楽
祭

　

３
月

　

３
月
2525
日
1313
時
半
、
市
立

時
半
、
市
立

手
広
中
学
校
体
育
館
。
西
鎌

手
広
中
学
校
体
育
館
。
西
鎌

倉
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
と

倉
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
と

地
域
住
民
の
音
楽
祭
。合
唱
、

地
域
住
民
の
音
楽
祭
。合
唱
、

吹
奏
楽
、ダ
ン
ス
な
ど
。無

吹
奏
楽
、ダ
ン
ス
な
ど
。無

料
。実
行
委
☎

料
。実
行
委
☎
3232
・
６
０
９
６

・
６
０
９
６

▼
小
曽
根
真
ジ
ャ
ズ
・

小
曽
根
真
ジ
ャ
ズ
・

セ
ッ
シ
ョ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン

　

３
月

　

３
月
1717
日
1616
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
小
曽
根
真
さ
ん
の
ピ

術
館
。
小
曽
根
真
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト

ア
ノ
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ど
の
セ
ッ
シ

ロ
ン
ボ
ー
ン
な
ど
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
。
６
千
円
。
☎
０
１
２

ョ
ン
。
６
千
円
。
☎
０
１
２

０
・
１
１
９
２
・

０
・
１
１
９
２
・
4040

▼
植
木
リ
ト
ゥ
ル
・
エ

植
木
リ
ト
ゥ
ル
・
エ

コ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ー
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

第
3232
回
定
期
演
奏
会

回
定
期
演
奏
会

　

３
月

　

３
月
1010
日
1313
時
、
逗
子
文

時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
鎌
倉
・
藤
沢
市

化
プ
ラ
ザ
。
鎌
倉
・
藤
沢
市

の
小
学
生
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

の
小
学
生
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

ジ
ャ
ズ
。「
レ
カ
ー
ド
・
ボ

ジ
ャ
ズ
。「
レ
カ
ー
ド
・
ボ

サ
ノ
バ
」
な
ど
。
無
料
。
伊

サ
ノ
バ
」
な
ど
。
無
料
。
伊

東
方
☎

東
方
☎
4343
・
５
７
６
８

・
５
７
６
８

▼
か
ま
く
ら
こ
ど
も
コ
ン
サ
ー
ト

か
ま
く
ら
こ
ど
も
コ
ン
サ
ー
ト

　

３
月

　

３
月
1818
日
1313
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。
市
内
小
学
生
の
合

芸
術
館
。
市
内
小
学
生
の
合

唱
と
鎌
倉
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

唱
と
鎌
倉
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
演
奏
。合
唱
劇「

ス
ト
ラ
の
演
奏
。合
唱
劇「
1111

匹
の
ね
こ
」な
ど
。無
料
。
市

匹
の
ね
こ
」な
ど
。無
料
。
市

教
育
委
☎

教
育
委
☎
6161
・
３
７
４
０

・
３
７
４
０

も
多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

も
多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

共
演
、
海
外
で
も
活
躍
す
る

共
演
、
海
外
で
も
活
躍
す
る

小
林
沙
羅
さ
ん
の
歌
で
、
武

小
林
沙
羅
さ
ん
の
歌
で
、
武

満
徹
「
翼
」
、
ヴ
ォ
ル
フ

満
徹
「
翼
」
、
ヴ
ォ
ル
フ

「
イ
タ
リ
ア
歌
曲
集
」、シ
ュ

「
イ
タ
リ
ア
歌
曲
集
」、シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
「
子
守
歌
」な
ど
。

ー
ベ
ル
ト
「
子
守
歌
」な
ど
。

　

４
千
円
、
ペ
ア
７
千
円
。

　

４
千
円
、
ペ
ア
７
千
円
。

藤
沢
リ
ラ
ホ
ー
ル
☎
０
４
６

藤
沢
リ
ラ
ホ
ー
ル
☎
０
４
６

６
・
６
・
2222
・
２
７
２
１

・
２
７
２
１

と
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
山

と
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
山

内
静
夫
さ
ん
の
対
談
。

内
静
夫
さ
ん
の
対
談
。
1515
時

5050
分
、
６
代
目
尾
上
菊
五
郎

分
、
６
代
目
尾
上
菊
五
郎

の
舞
台
記
録
「
鏡
獅
子
」

の
舞
台
記
録
「
鏡
獅
子
」

（
小
津
安
二
郎
監
督
）
。
千

（
小
津
安
二
郎
監
督
）
。
千

８
百
円
、
前
売
千
５
百
円
。

８
百
円
、
前
売
千
５
百
円
。

　

鎌
倉
同
人
会
赤
井
方
☎
０

　

鎌
倉
同
人
会
赤
井
方
☎
０

９
０
・
８
１
７
０
・
２
１
８
８

９
０
・
８
１
７
０
・
２
１
８
８

　

３
月

　

３
月
1616
日
鎌
倉
芸
術
館
。

日
鎌
倉
芸
術
館
。

1212
時
、「
紀
ノ
川
」（
中
村
登

時
、「
紀
ノ
川
」（
中
村
登

監
督
）。

監
督
）。1515
時
1010
分
、「
紀
ノ

分
、「
紀
ノ

川
」
主
演
女
優
司
葉
子
さ
ん

川
」
主
演
女
優
司
葉
子
さ
ん

図
書
館
☎

図
書
館
☎
3333
・
０
７
１
１

・
０
７
１
１

▼
鎌
倉
の
楽
し
海
―
み
ん
な

鎌
倉
の
楽
し
海
―
み
ん
な

と
海
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
海
を
語
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

３
月

　

３
月
2121
日
1414
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

商
工
会
議
所
。
海
の
様
々
な

商
工
会
議
所
。
海
の
様
々
な

魅
力
を
各
分
野
の
専
門
家
が

魅
力
を
各
分
野
の
専
門
家
が

話
す
。
無
料
。
申
込
は

話
す
。
無
料
。
申
込
は
1515
日

か
ら
。
市
民
活
動
部
ス
ポ
ー

か
ら
。
市
民
活
動
部
ス
ポ
ー

ツ
課
☎

ツ
課
☎
4343
・
３
４
１
９

・
３
４
１
９

▼
鎌
倉
の
文
化
財
、
そ

鎌
倉
の
文
化
財
、
そ

の
価
値
と
魅
力

の
価
値
と
魅
力

　

３
月

　

３
月
3131
日
1313
時
、
鎌
倉
商

時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。「
や
ぐ
ら
の
起

工
会
議
所
。「
や
ぐ
ら
の
起

源
を
さ
ぐ
る
」
を
テ
ー
マ
に

源
を
さ
ぐ
る
」
を
テ
ー
マ
に

浄
光
明
寺
執
事
古
田
土
俊
一

浄
光
明
寺
執
事
古
田
土
俊
一

さ
ん
が
話
す
。
無
料
。
申
込

さ
ん
が
話
す
。
無
料
。
申
込

は
2020
日
ま
で
に

日
ま
で
に
℻  ℻  
2323
・
１
０

・
１
０

８
５
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推

８
５
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推

進
担
当
☎

進
担
当
☎
6161
・
３
８
４
９

・
３
８
４
９

　

３
月

　

３
月
1717
日
1414
時
、
藤
沢
リ

時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。

ラ
ホ
ー
ル
。

　

昨
年
第

　

昨
年
第
2727
回
出
光
音
楽
賞

回
出
光
音
楽
賞

を
受
賞
。
千
住
明
の
オ
ペ
ラ

を
受
賞
。
千
住
明
の
オ
ペ
ラ

に
出
演
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

に
出
演
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て

▼
古
民
家
で
紡
ぐ
鎌
倉
の
色

古
民
家
で
紡
ぐ
鎌
倉
の
色

　

３
月
４
日

　

３
月
４
日
1414
時
、
カ
ジ
ュ

時
、
カ
ジ
ュ

・
ア
ー
ト
・
ス
ペ
ー
ス
（
二

・
ア
ー
ト
・
ス
ペ
ー
ス
（
二

階
堂
階
堂
5757
―
１
）
。
染
織
家
た

―
１
）
。
染
織
家
た

な
か
牧
子
さ
ん
が
暮
ら
し
方

な
か
牧
子
さ
ん
が
暮
ら
し
方

・
働
き
方
を
話
す
。
工
房
で

・
働
き
方
を
話
す
。
工
房
で

手
づ
く
り
体
験
も
。
市
内
在

手
づ
く
り
体
験
も
。
市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
者
。
無

住
・
在
学
・
在
勤
者
。
無

料
。
要
申
込
。
市
文
化
人
権

料
。
要
申
込
。
市
文
化
人
権

推
進
課
☎

推
進
課
☎
6161
・
３
８
７
０

・
３
８
７
０

▼
中
村
天
風
心
身
統
一

中
村
天
風
心
身
統
一

法
鎌
倉
講
習
会

法
鎌
倉
講
習
会

　

３
月
３
日

　

３
月
３
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。「
心
の

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。「
心
の

集
中
力
と
転
換
力
」
な
ど
。

集
中
力
と
転
換
力
」
な
ど
。

千
円
。
天
風
会
認
定
鎌
倉
の

千
円
。
天
風
会
認
定
鎌
倉
の

会
☎
会
☎
4444
・
４
４
６
１

・
４
４
６
１

▼
認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解

　

３
月

　

３
月
1212
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
知
識
と

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
知
識
と

接
し
方
。
市
内
在
住
者
。
無

接
し
方
。
市
内
在
住
者
。
無

料
。
要
申
込
。
市
高
齢
者
い

料
。
要
申
込
。
市
高
齢
者
い

き
い
き
課
☎

き
い
き
課
☎
6161
・
３
９
７
７

・
３
９
７
７

▼
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
「
鎌

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
「
鎌

倉
高
校
に
聞
く
！
鎌
倉
の
砂

倉
高
校
に
聞
く
！
鎌
倉
の
砂

鉄
で
刀
が
で
き
た
」

鉄
で
刀
が
で
き
た
」

　

３
月

　

３
月
1717
日
1414
時
、
腰
越
行

時
、
腰
越
行

政
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
高
校
科

政
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
高
校
科

学
研
究
部
生
徒
が
地
元
の
砂

学
研
究
部
生
徒
が
地
元
の
砂

鉄
製
鉄
の
成
果
を
話
す
。
中

鉄
製
鉄
の
成
果
を
話
す
。
中

学
生
以
上
。
要
申
込
。
腰
越

学
生
以
上
。
要
申
込
。
腰
越

　

２
０
１
８
年
度
の
諸
行
事

　

２
０
１
８
年
度
の
諸
行
事

で
活
躍
す
る
海
の
女
王
＆
王

で
活
躍
す
る
海
の
女
王
＆
王

子
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
５
月

子
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
５
月
1313

日
藤
沢
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー

日
藤
沢
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー

ク
で
開
催
。

ク
で
開
催
。

　

対
象
は
、
県
内
・
都
内
在

　

対
象
は
、
県
内
・
都
内
在

住
、
今
年
４
月
１
日
現
在

住
、
今
年
４
月
１
日
現
在
1818

歳
以
上
の
未
婚
の
男
女
。
申

歳
以
上
の
未
婚
の
男
女
。
申

込
は
３
月

込
は
３
月
3030
日
ま
で
に
履
歴

日
ま
で
に
履
歴

書
と
写
真
を
藤
沢
市
観
光
協

書
と
写
真
を
藤
沢
市
観
光
協

会
内
「
海
の
女
王
＆
王
子
コ

会
内
「
海
の
女
王
＆
王
子
コ

ン
テ
ス
ト
」
係
へ
郵
送
か
持

ン
テ
ス
ト
」
係
へ
郵
送
か
持

参
。
同
市
観
光
セ
ン
タ
ー
☎

参
。
同
市
観
光
セ
ン
タ
ー
☎

０
４
６
６
・

０
４
６
６
・
2222
・
４
１
４
１

・
４
１
４
１

●
３
月
は
人
事
異
動
の
季
節

３
月
は
人
事
異
動
の
季
節

　

長
年
お
世
話
に
な
っ
た
取

　

長
年
お
世
話
に
な
っ
た
取

引
き
先
の
部
長
（
女
性
）
が

引
き
先
の
部
長
（
女
性
）
が

退
社
す
る
と
の
情
報
を
得

退
社
す
る
と
の
情
報
を
得

た
。
早
速
、
ス
タ
ッ
フ
の
一

た
。
早
速
、
ス
タ
ッ
フ
の
一

人
に
電
話
し
、
送
別
会
へ
参

人
に
電
話
し
、
送
別
会
へ
参

加
し
た
い
旨
を
伝
え
た
。

加
し
た
い
旨
を
伝
え
た
。

　

返
事
は
ノ
ー
だ
っ
た
。
取

　

返
事
は
ノ
ー
だ
っ
た
。
取

引
き
先
の
方
が
参
加
す
る
と

引
き
先
の
方
が
参
加
す
る
と

大
袈
裟
に
な
る
、
そ
の
か
わ

大
袈
裟
に
な
る
、
そ
の
か
わ

り
「
お
願
い
が
あ
る
。
あ
な

り
「
お
願
い
が
あ
る
。
あ
な

た
は
送
別
の
辞
を
〝
影
武

た
は
送
別
の
辞
を
〝
影
武

者
〞
と
し
て
書
い
て
下
さ

者
〞
と
し
て
書
い
て
下
さ

い
。
長
年
に
わ
た
る
交
流
が

い
。
長
年
に
わ
た
る
交
流
が

あ
る
か
ら
部
長
の
人
柄
も
ご

あ
る
か
ら
部
長
の
人
柄
も
ご

存
知
の
は
ず
。
そ
れ
に
い
く

存
知
の
は
ず
。
そ
れ
に
い
く

つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え

て
書
い
て
く
だ
さ
い
」
。

て
書
い
て
く
だ
さ
い
」
。

　

即
、
オ
フ
ィ
ス
へ
は
数
々

　

即
、
オ
フ
ィ
ス
へ
は
数
々

の
実
績
を
記
し
た
フ
ァ
ッ
ク

の
実
績
を
記
し
た
フ
ァ
ッ
ク

ス
が
届
い
た
。
さ
す
が
に
事

ス
が
届
い
た
。
さ
す
が
に
事

業
部
の
今
日
を
築
い
た
〝
辣

業
部
の
今
日
を
築
い
た
〝
辣

腕
ぶ
り
〞
の
記
録
ば
か
り
…

腕
ぶ
り
〞
の
記
録
ば
か
り
…

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
、
相
撲
用

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
、
相
撲
用

語
の「
電
車
道（
一
気
の
押
し

語
の「
電
車
道（
一
気
の
押
し

出
し
）
」
の
通
り
キ
ビ
キ
ビ

出
し
）
」
の
通
り
キ
ビ
キ
ビ

と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
仕
事

と
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
仕
事

ぶ
り
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

ぶ
り
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

気
合
い
を
入
れ
て
３
〜
４
分

気
合
い
を
入
れ
て
３
〜
４
分

で
読
み
切
れ
る
送
別
の
辞
を

で
読
み
切
れ
る
送
別
の
辞
を

書
き
あ
げ
て
送
付
し
た
。

書
き
あ
げ
て
送
付
し
た
。

　

送
別
会
の
翌
日
、
ス
タ
ッ

　

送
別
会
の
翌
日
、
ス
タ
ッ

フ
の
女
性
か
ら
電
話
が
あ

フ
の
女
性
か
ら
電
話
が
あ

り
、
送
別
会
は
大
盛
況
…
。

り
、
送
別
会
は
大
盛
況
…
。

　

報
告
に
よ
れ
ば
「
送
別
の

　

報
告
に
よ
れ
ば
「
送
別
の

辞
は
自
分
が
奉
書
に
筆
で
書

辞
は
自
分
が
奉
書
に
筆
で
書

き
、
読
み
上
げ
た
ら
部
長
は

き
、
読
み
上
げ
た
ら
部
長
は

大
喜
び
、『
こ
れ
は
額
に
入

大
喜
び
、『
こ
れ
は
額
に
入

れ
て
永
久
保
存
』
と
歓
声
を

れ
て
永
久
保
存
』
と
歓
声
を

あ
げ
て
い
た
」
と
か
…
。
文

あ
げ
て
い
た
」
と
か
…
。
文

面
は
別
れ
を
惜
し
む
行
間
に

面
は
別
れ
を
惜
し
む
行
間
に

密
か
な
恋
情
も
綴
っ
た
。

密
か
な
恋
情
も
綴
っ
た
。

　

見
る
人
も
廻
り

　

見
る
人
も
廻
り

　
　

燈
籠
に
廻
り
け
り　

　
　

燈
籠
に
廻
り
け
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

其
角

　
　
　
　
　
　
　
　

其
角

▼
梅
か
ま
く
ら

梅
か
ま
く
ら

 

寺
社
特
別
参
拝

寺
社
特
別
参
拝

　

３
月
４
日
海
蔵
寺
、７
日

　

３
月
４
日
海
蔵
寺
、７
日

浄
妙
寺
、

浄
妙
寺
、2020
日
極
楽
寺
、

日
極
楽
寺
、
2525

日
明
王
院
、
は
当
日
受
付
。

日
明
王
院
、
は
当
日
受
付
。

２
日
建
長
寺
、６
日
円
覚
寺
、

２
日
建
長
寺
、６
日
円
覚
寺
、

８
日
浄
智
寺
、９
日
東
慶
寺
、

８
日
浄
智
寺
、９
日
東
慶
寺
、

1313
日
報
国
寺
、

日
報
国
寺
、1818
日
高
徳
院
、

日
高
徳
院
、

2222
日
長
谷
寺
、
は
往
復
ハ
ガ

日
長
谷
寺
、
は
往
復
ハ
ガ

キ
で
申
込
。千
円
。▽

キ
で
申
込
。千
円
。▽
僧
侶
と

僧
侶
と

巡
る
鎌
倉
十
三
仏

巡
る
鎌
倉
十
三
仏
東
1515
日
・
日
・

西
1616
日
。１
万
千
円
。往
復
ハ

日
。１
万
千
円
。往
復
ハ

ガ
キ
で
申
込
。鎌
倉
十
三
仏

ガ
キ
で
申
込
。鎌
倉
十
三
仏

詣
実
行
委
☎

詣
実
行
委
☎
4040
・
３
０
４
４

・
３
０
４
４

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
こ
れ

「
こ
れ

か
ら
の
住
環
境
を
考
え
る
」

か
ら
の
住
環
境
を
考
え
る
」

　

３
月
３
日
９
時
半
、
逗
子

　

３
月
３
日
９
時
半
、
逗
子

市
役
所
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

市
役
所
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
対
応
し
た
快
適
な
住
環
境

に
対
応
し
た
快
適
な
住
環
境

を
考
え
る
。
無
料
。
逗
子
市

を
考
え
る
。
無
料
。
逗
子
市

ま
ち
づ
く
り
景
観
課
☎
０
４

ま
ち
づ
く
り
景
観
課
☎
０
４

６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

６
・
８
７
３
・
１
１
１
１

▼
鎌
倉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
め
ぐ

鎌
倉
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
め
ぐ

り 

ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド

ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド

　

３
月
３
日

　

３
月
３
日
1212
時
、
鎌
倉
歴

時
、
鎌
倉
歴

史
文
化
交
流
館
。
市
内
５
文

史
文
化
交
流
館
。
市
内
５
文

化
施
設
学
芸
員
が
市
内
お
す

化
施
設
学
芸
員
が
市
内
お
す

す
め
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
を
紹

す
め
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
を
紹

介
。「
映
画
の
ロ
ケ
地
」「
近

介
。「
映
画
の
ロ
ケ
地
」「
近

代
洋
画
と
鎌
倉
」
な
ど
。
無

代
洋
画
と
鎌
倉
」
な
ど
。
無

料
（
別
途
観
覧
料
）
。同
館

料
（
別
途
観
覧
料
）
。同
館

☎
7373
・
８
５
０
１

・
８
５
０
１

▼
鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

鎌
倉
歩
け
歩
け
協
会

　

Ａ
春
の
鎌
倉
巡
り

Ａ
春
の
鎌
倉
巡
り
３
月
３

３
月
３

日
。
日
。
Ｂ
朝
夷
奈
・
名
越
切
通

Ｂ
朝
夷
奈
・
名
越
切
通

を
行
く

を
行
く
2424
日
。
日
。
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
８
時
８
時
5050

分
、
鎌
倉
駅
西
口
横
浜
銀
行

分
、
鎌
倉
駅
西
口
横
浜
銀
行

駐
車
場
。
５
百
円
。

駐
車
場
。
５
百
円
。
Ｃ
５
㌔

Ｃ
５
㌔

は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
ク

は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
ク
３
月
６

３
月
６

日
大
船
発
・
寺
社
巡
り
。
９

日
大
船
発
・
寺
社
巡
り
。
９

時
5050
分
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル

分
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル

大
船
駅
。

大
船
駅
。
Ｄ
1010
㌔
ふ
れ
あ
い

㌔
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
ク

ウ
ォ
ー
ク
2020
日
古
東
海
道
の

日
古
東
海
道
の

跡
を
辿
り
逗
子
へ
。
９
時

跡
を
辿
り
逗
子
へ
。
９
時
5050

分
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台
。

分
、
鎌
倉
駅
西
口
時
計
台
。

2727
日
大
船
発
・
俣
野
別
邸
か

日
大
船
発
・
俣
野
別
邸
か

ら
藤
沢
へ
。
９
時

ら
藤
沢
へ
。
９
時
5050
分
、
湘

分
、
湘

南
モ
ノ
レ
ー
ル
大
船
駅
。

南
モ
ノ
レ
ー
ル
大
船
駅
。
Ｃ

Ｄ
２
百
円
。
☎
０
９
０
・
２

２
百
円
。
☎
０
９
０
・
２

６
３
３
・
３
７
１
５

６
３
３
・
３
７
１
５

▼
鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

鎌
倉
史
跡
め
ぐ
り

　

▽

　

▽
頼
朝
、
奥
州
出
陣
の
古

頼
朝
、
奥
州
出
陣
の
古

道
を
た
ど
る

道
を
た
ど
る
３
月
４
・

３
月
４
・
1414
日

９
時
、
大
船
駅
笠
間
口
。
長

９
時
、
大
船
駅
笠
間
口
。
長

光
寺
、
木
曽
の
石
仏
な
ど
。

光
寺
、
木
曽
の
石
仏
な
ど
。

　

▽

　

▽
桜
の
花
咲
く
扇
ガ
谷
か

桜
の
花
咲
く
扇
ガ
谷
か

ら
長
谷
へ

ら
長
谷
へ
2727
・
2929
日
・
４
月
２

日
・
４
月
２

・
５
日
９
時
半
、
鎌
倉
生
涯

・
５
日
９
時
半
、
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
海
蔵
寺
、

学
習
セ
ン
タ
ー
。
海
蔵
寺
、

大
仏
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な

大
仏
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
な

ど
。
▽

ど
。
▽
称
名
寺
と
桜
の
尾
根

称
名
寺
と
桜
の
尾
根

越
え
越
え
2828
・
3030
日
・
４
月
３
・

日
・
４
月
３
・

６
日
９
時
半
、
大
船
駅
笠
間

６
日
９
時
半
、
大
船
駅
笠
間

口
。
砂
押
川
プ
ロ
ム
ナ
ー

口
。
砂
押
川
プ
ロ
ム
ナ
ー

ド
、
大
倉
頼
朝
桜
道
な
ど
。

ド
、
大
倉
頼
朝
桜
道
な
ど
。

▽
磯
子
に
鎌
倉
ゆ
か
り
の
寺

磯
子
に
鎌
倉
ゆ
か
り
の
寺

社
を
訪
ね
大
岡
川
で
桜
満
喫

社
を
訪
ね
大
岡
川
で
桜
満
喫

3131
日
・
４
月
７
日
９
時
、磯
子

日
・
４
月
７
日
９
時
、磯
子

駅
改
札
口
外
。真
照
寺
な
ど
。

駅
改
札
口
外
。真
照
寺
な
ど
。

　

各
５
百
円
（
交
通
費
・
拝

　

各
５
百
円
（
交
通
費
・
拝

観
料
別
）
。
申
込
は
１
週
間

観
料
別
）
。
申
込
は
１
週
間

前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か

前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
℻  ℻  
で
。
で
。

鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
☎

鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
☎
2424
・
６
・
６

５
４
８

５
４
８
℻  ℻  
2424
・
６
５
２
３

・
６
５
２
３

▼
逗
子
の
市

逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

（
雨
天
中
止
）

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

　

亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
３
月
３
月

９
日
９
〜

９
日
９
〜
1515
時
。雑
貨
・
衣
類

時
。雑
貨
・
衣
類

・
手
造
り
品
な
ど
約

・
手
造
り
品
な
ど
約
2020
店
。
店
。

▽
骨
董
市

骨
董
市
1010
日
８
〜

日
８
〜
1515
時
。
時
。

出
店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０

出
店
者
募
集
。
片
岡
方
☎
０

９
０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

９
０
・
５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
ふ
れ
あ
い
の
広
場

ふ
れ
あ
い
の
広
場

　

３
月

　

３
月
1010
日
1212
時
半
〜

時
半
〜
1616
時

半
、鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

半
、鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
。ジ
ャ
ズ
、民
舞
、フ
ラ
ダ

ー
。ジ
ャ
ズ
、民
舞
、フ
ラ
ダ

ン
ス
な
ど
の
舞
台
と
木
彫
、

ン
ス
な
ど
の
舞
台
と
木
彫
、

組
紐
な
ど
の
展
示
。無
料
。同

組
紐
な
ど
の
展
示
。無
料
。同

セ
ン
タ
ー
☎

セ
ン
タ
ー
☎
2525
・
２
０
３
０

・
２
０
３
０

▼
湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

湘
南
江
の
島
春
ま
つ
り

　

３
月

　

３
月
1010
・
1111
日
江
の
島
各

日
江
の
島
各

所
。
所
。
1212
時
太
鼓
ラ
イ
ブ
、

時
太
鼓
ラ
イ
ブ
、
1010

・
1313
時
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
会
、

時
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
会
、

大
道
芸
、
縁
日
、
貝
細
工
体

大
道
芸
、
縁
日
、
貝
細
工
体

験
（
百
円
）
。

験
（
百
円
）
。
1010
日
の
み
将

日
の
み
将

棋
対
局
、
野
点
、
俳
句
大
会

棋
対
局
、
野
点
、
俳
句
大
会

な
ど
。

な
ど
。1111
日
の
み
、貝
供
養
・

日
の
み
、貝
供
養
・

稚
児
行
列
、爆
笑
ラ
イ
ブ
、落

稚
児
行
列
、爆
笑
ラ
イ
ブ
、落

語
会
、み
な
と
春
ま
つ
り
な

語
会
、み
な
と
春
ま
つ
り
な

ど
。
藤
沢
市
観
光
セ
ン
タ
ー

ど
。
藤
沢
市
観
光
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
６
６
・

☎
０
４
６
６
・
2222
・
４
１
４
１

・
４
１
４
１

▼
藤
沢
宿
ま
つ
り

藤
沢
宿
ま
つ
り

　

３
月

　

３
月
1111
日
1010
〜
1515
時
、
御

時
、
御

殿
辺
公
園
な
ど
。
史
跡
・
店

殿
辺
公
園
な
ど
。
史
跡
・
店

蔵
な
ど
が
残
る
旧
東
海
道
藤

蔵
な
ど
が
残
る
旧
東
海
道
藤

沢
宿
エ
リ
ア
の
魅
力
を
イ
ベ

沢
宿
エ
リ
ア
の
魅
力
を
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
体
感
。

ン
ト
を
通
し
て
体
感
。

　

▽

　

▽
ト
ラ
ン
ス
ボ
ッ
ク
ス
と

ト
ラ
ン
ス
ボ
ッ
ク
ス
と

神
社
仏
閣
ツ
ア
ー

神
社
仏
閣
ツ
ア
ー
９
時
半

９
時
半

〜
、
済
美
館
ほ
か
。
申
込
は

〜
、
済
美
館
ほ
か
。
申
込
は

９
日
ま
で
に
藤
沢
公
民
館
☎

９
日
ま
で
に
藤
沢
公
民
館
☎

０
４
６
６
・

０
４
６
６
・
2222
・
０
０
１
９

・
０
０
１
９

▼
第
２
３
４
回
歌
の
サ
ロ
ン

第
２
３
４
回
歌
の
サ
ロ
ン

　

３
月

　

３
月
1414
日
1414
時
、
鎌
倉
生

時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
参
加
型

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
参
加
型

合
唱
と
ミ
ニ
演
奏
。
千
円
。

合
唱
と
ミ
ニ
演
奏
。
千
円
。

古
川
方
☎

古
川
方
☎
2222
・
２
１
３
１

・
２
１
３
１

▼
鎌
倉
て
ら
こ
や

鎌
倉
て
ら
こ
や

　

▽

　

▽
て
ら
ハ
ウ
ス

て
ら
ハ
ウ
ス
３
月
毎
土

３
月
毎
土

曜
日
曜
日
1010
時
、
大
船
の
千
里
ビ

時
、
大
船
の
千
里
ビ

ル
。
午
前
学
び
、
午
後
遊

ル
。
午
前
学
び
、
午
後
遊

び
。
千
円
。
▽

び
。
千
円
。
▽
土
と
遊
ぼ
う

土
と
遊
ぼ
う

1111
日
1414
時
、
鎌
倉
市
山
崎
の

時
、
鎌
倉
市
山
崎
の

陶
芸
家
・
河
村
喜
史
さ
ん

陶
芸
家
・
河
村
喜
史
さ
ん

宅
。
陶
芸
体
験
。
２
千
円
。

宅
。
陶
芸
体
験
。
２
千
円
。

▽
郷
土
散
策

郷
土
散
策
３
月
３
月
2525
日
1010

時
、
天
園
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

時
、
天
園
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
。
大
貫
昭
彦
さ
ん
と
鎌
倉

ス
。
大
貫
昭
彦
さ
ん
と
鎌
倉

を
巡
る
。
千
円
。

を
巡
る
。
千
円
。

　

各
小
中
学
生
と
保
護
者
。

　

各
小
中
学
生
と
保
護
者
。

　

▽

　

▽
て
ら
こ
や
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
！

て
ら
こ
や
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
！

2626
・
2727
・
2929
・
3030
日
銀
の
鈴
社

日
銀
の
鈴
社

（
鎌
倉
市
佐
助
）。活
動
報
告

（
鎌
倉
市
佐
助
）。活
動
報
告

会
。無
料
。☎

会
。無
料
。☎
8484
・
９
７
４
６

・
９
７
４
６

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と
も
に

　

▽

　

▽
山
の
手
入
れ

山
の
手
入
れ
３
月
３
月
1717
日

1010
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

　

▽

　

▽
山
歩
き

山
歩
き
1818
日
９
時
、
山

日
９
時
、
山

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

望
月
方
☎

望
月
方
☎
4545
・
７
４
２
０

・
７
４
２
０

▼
庭
を
ぬ
い
ぬ
い

庭
を
ぬ
い
ぬ
い 

柵
瀨
茉
莉
子

柵
瀨
茉
莉
子

　

３
月

　

３
月
2424
日
1111
〜
1616
時
、
旧

時
、
旧

和
辻
邸
と
庭
園
。
庭
で
採
取

和
辻
邸
と
庭
園
。
庭
で
採
取

し
た
植
物
を
大
判
布
に
縫
い

し
た
植
物
を
大
判
布
に
縫
い

付
け
る
。
無
料
。
市
文
化
人

付
け
る
。
無
料
。
市
文
化
人

権
推
進
課
☎

権
推
進
課
☎
6161
・
３
８
５
４

・
３
８
５
４

▼
寺て

ら
つ
ど

て
ら
つ
ど集

・
観
桜
会

・
観
桜
会

　

３
月

　

３
月
3131
日
1010
〜
1616
時
、
光

時
、
光

明
寺
。
浄
土
宗
神
奈
川
教
区

明
寺
。
浄
土
宗
神
奈
川
教
区

青
年
会
主
催
の
諸
堂
参
拝
ツ

青
年
会
主
催
の
諸
堂
参
拝
ツ

ア
ー
、
写
経
、
歌
、
三
味

ア
ー
、
写
経
、
歌
、
三
味

線
、
バ
ザ
ー
な
ど
。
観
桜
会

線
、
バ
ザ
ー
な
ど
。
観
桜
会

（
3131
日
・
４
月
１
日
）
併

日
・
４
月
１
日
）
併

催
。光
明
寺
☎

催
。光
明
寺
☎
2222
・
０
６
０
３

・
０
６
０
３

　

鎌
倉
市
と
市
公
園
協
会
が

　

鎌
倉
市
と
市
公
園
協
会
が

連
携
の
緑
化
啓
発
講
座
。
場

連
携
の
緑
化
啓
発
講
座
。
場

所
は
鎌
倉
中
央
公
園
な
ど
。

所
は
鎌
倉
中
央
公
園
な
ど
。

鎌
倉
市
在
住
・
在
学
者
対
象
。

鎌
倉
市
在
住
・
在
学
者
対
象
。

　

Ａ
緑
の
学
校

Ａ
緑
の
学
校
４
月
〜

４
月
〜
1212
月

の
月
曜

の
月
曜
1010
回
。
回
。
Ｂ
緑
の
レ
ン

Ｂ
緑
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
・
シ
ニ
ア

ジ
ャ
ー
・
シ
ニ
ア
４
月
〜
来

４
月
〜
来

年
１
月
の
土
曜

年
１
月
の
土
曜
1111
回
。
各

回
。
各
1818

歳
以
上
。

歳
以
上
。

　

Ｃ
緑
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ジ
ュ

Ｃ
緑
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
・
ジ
ュ

ニ
ア
ニ
ア
４
月
〜
来
年
３
月
の
土

４
月
〜
来
年
３
月
の
土

曜
1111
回
。
新
小
学
４
・
５
年
。

回
。
新
小
学
４
・
５
年
。

　

Ｄ
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

Ｄ
公
園
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
Ⅰ
木
を
知
っ
て
木
を
育

講
座
Ⅰ
木
を
知
っ
て
木
を
育

て
る
剪
定
講
座

て
る
剪
定
講
座
４
月
〜

４
月
〜
1111
月

の
金
曜
８
回
。

の
金
曜
８
回
。
Ⅱ
雑
草
と
育

Ⅱ
雑
草
と
育

て
る
畑
づ
く
り
土
づ
く
り

て
る
畑
づ
く
り
土
づ
く
り
４

月
〜
月
〜
1111
月
の
金
曜
８
回
。

月
の
金
曜
８
回
。

　

Ｅ
こ
ど
も
エ
コ
パ
ー
ク

Ｅ
こ
ど
も
エ
コ
パ
ー
ク
４

月
〜
来
年
２
月
の
土
曜
全
９

月
〜
来
年
２
月
の
土
曜
全
９

回
。
小
学
生
と
保
護
者
。

回
。
小
学
生
と
保
護
者
。

　

各
無
料
。
Ｅ
の
み
５
百

　

各
無
料
。
Ｅ
の
み
５
百

円
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
３
月

円
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
３
月
2323
日
ま
日
ま

で
に
ハ
ガ
キ
か

で
に
ハ
ガ
キ
か
℻  ℻  
、
Ｄ
Ⅰ
は

、
Ｄ
Ⅰ
は

2525
日
ま
で
Ｄ
Ⅱ
は
４
月
８
日

日
ま
で
Ｄ
Ⅱ
は
４
月
８
日

ま
で
Ｅ
は
３
月

ま
で
Ｅ
は
３
月
1010
日
ま
で
に

日
ま
で
に

ハ
ガ
キ
申
込
。
同
協
会
☎

ハ
ガ
キ
申
込
。
同
協
会
☎
4545

・
２
７
５
０

・
２
７
５
０
℻  ℻  
4545
・
２
７
６
０

・
２
７
６
０

鎌倉市中央図書館（１月分）鎌倉市中央図書館（１月分）
購入新図書のリスト抄購入新図書のリスト抄

　鎌倉市中央図書館（☎25・2611）は１月に一般245冊、　鎌倉市中央図書館（☎25・2611）は１月に一般245冊、
児童書14冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。児童書14冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「九条兼実―貴族がみた『平家物語』と内乱の時　▼「九条兼実―貴族がみた『平家物語』と内乱の時
代」樋口健太郎著〈戎光祥選書ソレイユ〉（戎光祥出代」樋口健太郎著〈戎光祥選書ソレイユ〉（戎光祥出
版）▼「映画DESTINY鎌倉ものがたり」オフィシャ版）▼「映画DESTINY鎌倉ものがたり」オフィシャ
ルガイド」「DESTINY鎌倉ものがたり」製作委員会編ルガイド」「DESTINY鎌倉ものがたり」製作委員会編
（双葉社）▼「大佛次郎―一代初心」福島行一著〈ミ（双葉社）▼「大佛次郎―一代初心」福島行一著〈ミ
ネルヴァ日本評伝選〉（ミネルヴァ書房）▼「小林秀ネルヴァ日本評伝選〉（ミネルヴァ書房）▼「小林秀
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　▼「天皇家のお葬式」大角修著〈講談社現代新書〉　▼「天皇家のお葬式」大角修著〈講談社現代新書〉
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名」黒田基樹著〈中世から近世へ〉（平凡社）▼「木名」黒田基樹著〈中世から近世へ〉（平凡社）▼「木
曽義仲伝―信濃・北陸と源平合戦の史跡」鳥越幸雄曽義仲伝―信濃・北陸と源平合戦の史跡」鳥越幸雄
著〈Parade Books〉（パレード）▼「ビジネス名著大著〈Parade Books〉（パレード）▼「ビジネス名著大
全」橋本忠明著（日本経済新聞出版社）全」橋本忠明著（日本経済新聞出版社）
　▼「保育園は誰のもの―子どもの権利から考える」普　▼「保育園は誰のもの―子どもの権利から考える」普
光院亜紀著〈岩波ブックレット〉（岩波書店）▼「いのち光院亜紀著〈岩波ブックレット〉（岩波書店）▼「いのち
を呼びさますもの―ひとのこころとからだ」稲葉俊郎を呼びさますもの―ひとのこころとからだ」稲葉俊郎
著（KTC中央出版）▼「すごい！希少金属」齋藤勝裕著（KTC中央出版）▼「すごい！希少金属」齋藤勝裕
著（日本実業出版社）▼「幸せに暮らすくふう―いま著（日本実業出版社）▼「幸せに暮らすくふう―いま
の壁、若いころの壁。ぶつかったり乗り越えたり、スの壁、若いころの壁。ぶつかったり乗り越えたり、ス
ルリとすり抜けたり、の話」渡辺有子ほか著（主婦とルリとすり抜けたり、の話」渡辺有子ほか著（主婦と
生活社）▼「犬から聞いた話をしよう」椎名誠著（新生活社）▼「犬から聞いた話をしよう」椎名誠著（新
潮社）▼「漢字とカタカナとひらがな―日本語表記の潮社）▼「漢字とカタカナとひらがな―日本語表記の
歴史」今野真二著〈平凡社新書〉（平凡社）▼「英語で伝え歴史」今野真二著〈平凡社新書〉（平凡社）▼「英語で伝え
たい日本紹介きほんフレーズ2100」江口裕之著（DHC）たい日本紹介きほんフレーズ2100」江口裕之著（DHC）

川村祥子さん川村祥子さん

小林沙羅さん小林沙羅さん
バラバラ

司葉子さん司葉子さん

出
場
者
募
集

出
場
者
募
集

湘
南
江
ノ
島
海
の
女
王

湘
南
江
ノ
島
海
の
女
王

＆
王
子
コ
ン
テ
ス
ト

＆
王
子
コ
ン
テ
ス
ト

イ
タ
リ
ア
歌
曲
や
日
本
の
歌
を

イ
タ
リ
ア
歌
曲
や
日
本
の
歌
を

鎌
倉
同
人
会

鎌
倉
同
人
会
「
紀
ノ
川
」「
鏡
獅
子
」

「
紀
ノ
川
」「
鏡
獅
子
」

春
の
映
画
会

春
の
映
画
会

鎌
倉
の
自
然
を
学
ぼ
う

鎌
倉
の
自
然
を
学
ぼ
う

小
林
沙
羅
ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

小
林
沙
羅
ソ
プ
ラ
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル

司
葉
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
も

司
葉
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
も

市
と
公
園
協
会
の
講
座

市
と
公
園
協
会
の
講
座

季
節
の
心

季
節
の
心
⑳佐

伯　

仁

佐
伯　

仁

送
別
の
辞

２０１８年（平成３０年）３月１日 第468号1部　108円（７）


